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１．研究計画の概要 

本研究の目的は、英国ルネサンス期の書籍

出版の歴史的文脈のなかでシェイクスピア

劇及び同時代の戯曲の出版状況を調査分析

し、広義のエリザベス朝演劇（エリザベス一

世からチャールズ一世時代までの演劇）の出

版のありようを実証的に記述することであ

る。併せて、本研究の調査で得られた知見に

立脚して、シェイクスピアの初期版本（『リ

チャード二世』、『ヘンリー四世』、『ヘンリー

五世』、『リア王』その他の四つ折本、及び第

1 二つ折本のテクスト）が演劇史的にいかな

る意味をもつかを明らかにする。本研究は、

筆者のもう一つの研究課題である英国ルネ

サンス期の演劇統制史研究と密接に関連し

ている。最終的には、統制史研究の中に戯曲

出版史の研究成果を組み込む予定である。 

 

２．研究の進捗状況 

（1）シェイクスピア劇とキリスト教のかか

わりを論じた Jeffrey Knapp, Shakespeare’s  

Tribe の書評を学会誌に寄稿し、『新編・シ

ェイクスピア案内』の文献案内を執筆（共著）

した。『案内』では、従来の同種の図書では

手薄であった、版本や本文批評に関する解説

を詳細に記述した。 

（2）Debora Shuger, Censorship and Cultural 

Sensibility（2006）の書評を通して、近代初期

イングランドの出版の検閲を論じた。検閲の

大部分は教会関係者によって行われたが、戯

曲本については 17 世紀初頭以降、主として

祝典局長によって行われるようになった。祝

典局長による演劇及び戯曲本の検閲は、決し

て弾圧的なものではなかった。劇上演・戯曲

本出版の認可は祝典局長の「経済行為」であ

った。 

（3）16～17 世紀イングランドにおける戯曲

の出版に関する論考「エリザベス朝における

戯曲本の『人気』を検証する」において、シ

ェイクスピアの時代の戯曲本の出版は比較

的マイナーな事業であったと論じた。  

（4）シェイクスピアの『リア王』のテクス

ト編纂の問題に関する論考「『リア王』と 2

つのテクスト」を執筆した。Q（四つ折本）

と F（二つ折り本）は趣の異なるテクストで
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ある。Q は、登場人物の正邪善悪をくっきり

と描き出していて、観客の情緒に訴えるよう

な構成である。アクションは、善悪の対立を

軸として展開する。登場人物を正邪善悪の二

分法で裁断することを観客に求める。Q版『リ

ア王』は決してメロドラマ（感傷的通俗劇）

ではないが、正邪善悪の区別がより明確で感

傷に訴えるという意味ではメロドラマに傾

斜する。両版の違いはあくまでも比較の問題

である。しかし差異は微妙であるが局所的で

はなく、まさしく「作品の全体的構成」にか

かわっている。Q と F はいわばヴェクトルの

異なるテクストである。Q と F は趣の異なる

テクストであるから安易に合成すべきでは

ない。 

                 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

（理由）筆者の別の研究課題である「英国ル

ネサンス演劇の統制に関する研究」と本研究

の融合を目指しているために、戯曲本の出版

の研究を当初の計画より狭めざるをえなく

なったが、シェイクスピアのテクストの編纂

と出版の問題については順調に進展してい

る。 

 

４．今後の研究の推進方策 

（1）シェイクスピアの初期刊本のテクスト

の出版の経緯をエリザベス朝の演劇統制の

文脈において再検証する。 

（2）『リア王』の 2つの古版本（第 1四つ折

本と第 1二つ折本）の本文と当時の検閲制度

との関係を再検証する。『リア王』の四つ折

本（1608）と二つ折本（1623）のテクストに

は、かなり大きな相違がある。その相違の一

部については古くから検閲者の関与を指摘

する研究があったが、近年有力なシェイクス

ピア劇改訂説との関連においてこの問題が

再浮上している。検閲にかかった（とされる）

他の演劇テクストと比較しつつ、『リア王』

のテクストと検閲のかかわりの有無を考察

する。 

（3）2つの研究課題「エリザベス朝における

戯曲の出版」と「英国ルネサンス演劇の統制」

とを融合し、研究の集大成をはかる。 

 

５. 代表的な研究成果 
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